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タスと ctDNA における RAS変異ステータスとの一致率、	3)	circulating	cell-free	DNA 量や ctDNA レベルと
臨床病理学的因子との関係性、4)ctDNA レベルと化学療法の効果(奏効率、無増悪生存期間:	PFS、全生存期間:	
OS)との関係性を検討した。がん研有明病院で化学療法が行われた遠隔転移を有する CRC 患者 101 症例を対象
とした ctDNA の検出率および臨床病理学的因子との関連に関する検討では、88 症例（87.1％）で ctDNA が検
出された。また ctDNA の変異アレル頻度は、肝転移(P	=	0.00004)、リンパ節転移(P	=	0.008)、転移臓器個数
(P	=	0.0006)、腫瘍マーカー（CEA:P	=	0.000007、CA19-9:P	=	0.006）、LDH(P	=	0.00001)および腫瘍長径の
総和（P	=	0.00009）と有意に相関していた。ctDNA と組織サンプル間の RAS変異ステータスの一致率は 77.2%	
(78/101)であり、	ctDNA レベルは cell-free	DNA 量よりも腫瘍量と関連する因子において、有意差が多く認
められた。がん研有明病院で 2次化学療法が施行された遠隔転移を有する CRC 患者 29 症例を対象とした ctDNA
レベルと治療成績との関連に関する検討では、化学療法開始 8 週後の ctDNA レベルの治療前後比が 50%以下の






開始 8 週後の ctDNA の治療前後比は奏効例または安定例では増悪例に比較し有意に低値であった(部分奏効ま
たは安定	vs	増悪:P	=	0.006)。本研究では、NGS パネルを用いた ctDNA 解析は、遠隔転移を有する CRC患者に
おいて高確率で遺伝子変異を検出でき、腫瘍量や遺伝子変異の変化を動的にとらえることのできる新たなバイ
オマーカーになる可能性が示唆された。また化学療法後の ctDNA レベルの変動は治療早期の効果予測因子にな
る可能性も示唆された。	
	
	
